
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 高齢者の状況 

２ 市民ニーズ調査・事業所調査 

３ 第５期町田市介護保険事業計画の評価 

４ 現状と課題の整理 

  
高齢者をとりまく 

現状と課題 

高齢者をとりまく現状は、年々大きく変化して

います。今後高齢者の割合が大きく増えること

により、要介護・要支援認定者も増加していき

ます。第２章では、そのような高齢者をとりま

く現状を確認していきます。 
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１ 高齢者の状況 
 

（１）総人口の推移 

全国と比べてゆるやかな微減傾向

町田市の人口は微増傾向が続き、２０２５年には約４３万人になると推計

しています。 

２０２２年以降は人口減少に転じることが見込まれますが、全国や東京都

全体と比較するとゆるやかな減少となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：全国および東京都は国立社会保障人口問題研究所「日本の将来推計人口」 

町田市の 2010 年は住民基本台帳、2015 年以降は「町田市将来人口推計」（各年 10 月 1 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総人口の 2010 年は住民基本台帳、2015 年以降は「町田市将来人口推計」 

高齢者人口の 2010 年は住民基本台帳、2015 年以降は推計値（各年 10 月 1 日） 

2010年 2015年 2020年 2025年

全国 100.0% 98.9% 96.9% 94.2%

東京都 100.0% 101.4% 101.2% 100.1%

町田市 100.0% 102.3% 102.8% 102.8%

90.0%

95.0%

100.0%

105.0%

110.0%
総人口の推移（推計値）

2010年 2015年 2020年 2025年

総人口 419,229 429,025 431,013 430,934

高齢者人口 89,842 107,651 115,155 117,788

高齢化率 21.4% 25.1% 26.7% 27.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0

100,000

200,000

300,000

400,000

町田市人口の推移（推計値）
(人)

図表 2－１ 

図表２－2
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（２） 高齢者人口の推移 

後期高齢者の増加傾向 

総人口がゆるやかな減少に転じる一方で、高齢者人口は大幅な増加が予測

されます。 

町田市の６５歳以上の高齢者は、２０２５年には、２０１０年の約１.３倍

の１１７,７８８人に増加すると推計しています。 

そのうち、７５歳以上の後期高齢者※は、団塊の世代※が７５歳以上となる

２０２５年にかけて大きく増加し、２０２５年には、２０１０年の約１.９倍

の７１,８２４人となると推計しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2010 年は住民基本台帳、2015 年以降は推計値（各年 10 月 1 日） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

2010年 2015年 2020年 2025年

後期高齢者人口 37,276 49,619 61,545 71,824

前期高齢者人口 52,566 58,032 53,610 45,964

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

65歳以上・75歳以上人口の推移（推計値）
(人)

図表２－3 
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（３）ひとり暮らし高齢者・高齢者夫婦のみ世帯の推移 

見守りや支援ニーズの高い高齢者世帯の増加傾向 

高齢者人口の増加と同様に、高齢者世帯も増加傾向が見られます。 

町田市のひとり暮らし高齢者・高齢者夫婦のみ世帯は、２０１０年時点で

３６,１３８世帯となり、２０００年から約２倍近い増加となっています。こ

れまでの傾向から、２０１５年度に行われる国勢調査では、さらに著しい増

加が見込まれます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年 10 月 1 日） 

  

970 1,616 2,648
4,551

7,504

12,043
16,104

2,234
3,411

5,450

8,358

11,457

16,201

20,034

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年

ひとり暮らし高齢者・高齢者夫婦のみ世帯の推移

ひとり暮らし高齢者 高齢者夫婦のみ世帯

(世帯)

図表２－4 
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（４）圏域別・町別の高齢化率 

地域ごとに異なる高齢化の状況 

町田市では市内を４圏域※に分けており、その中に１２の高齢者支援センター※

（地域包括支援センター）を設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

町別の高齢化率※のうち、６５歳～７４歳の前期高齢者※の割合は、「5.小山

田桜台」「16.山崎」「17.山崎町」「36.本町田」「50.成瀬台」が高く、７５歳

以上の後期高齢者の割合は、「18.小野路町」「26.鶴川」「37.玉川学園」「41.

つくし野」「50.成瀬台」が高くなっています。 

このように、高齢化の状況は、地域差が大きくなっています。 

  

圏 域 地図

番号

高齢者支援 

センター名 

堺・忠生 

① 堺第１ 

② 堺第２ 

③ 忠生第１ 

④ 忠生第２ 

鶴  川 
⑤ 鶴川第１ 

⑥ 鶴川第２ 

町  田 

⑦ 町田第１ 

⑧ 町田第２ 

⑨ 町田第３ 

南 

⑩ 南第１ 

⑪ 南第２ 

⑫ 南第３ 

図表２－5 圏域  
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図表 2－6 圏域別高齢化率 

15.2%

5.9%

11.0%

10.5%

22.8%

13.0%

12.5%

15.0%

12.4%

13.2%

9.5%

9.3%

13.0%

8.7%

17.3%

20.0%

18.3%

12.4%

10.9%

13.4%

15.0%

12.4%

14.9%

13.7%

11.2%

16.6%

9.3%

12.4%

7.3%

10.2%

17.7%

12.6%

8.8%

9.7%

12.4%

17.8%

13.6%

15.4%

11.5%

12.6%

17.0%

11.2%

14.2%

13.1%

13.7%

14.5%

12.4%

13.8%

13.8%

19.2%

14.8%

13.5%

11.9%

4.1%

6.5%

6.1%

10.8%

12.3%

8.6%

10.6%

8.4%

9.2%

7.7%

5.8%

10.4%

9.8%

14.9%

14.3%

14.8%

17.9%

7.3%

7.7%

10.7%

9.6%

8.4%

8.3%

10.2%

17.7%

9.4%

8.7%

9.8%

9.0%

12.0%

11.4%

9.6%

8.7%

13.5%

14.5%

16.0%

13.9%

10.2%

8.2%

16.4%

8.0%

12.0%

14.0%

15.7%

10.8%

8.8%

11.6%

10.7%

16.0%

10.2%

11.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

前期高齢化率 後期高齢化率

1.相原町
2.小山ヶ丘
3.小山町
4.上小山田町
5.小山田桜台
6.下小山田町
7.図師町
8.忠生
9.常盤町
10.根岸
11.根岸町
12.矢部町
13.木曽西
14.木曽町
15.木曽東
16.山崎
17.山崎町
18.小野路町
19.大蔵町
20.金井
21.金井町
22.野津田町
23.薬師台
24.真光寺
25.真光寺町
26.鶴川
27.能ヶ谷
28.広袴
29.広袴町
30.三輪町
31.三輪緑山
32.旭町
33.中町
34.原町田
35.森野
36.本町田
37.玉川学園
38.東玉川学園
39.南大谷
40.小川
41.つくし野
42.鶴間
43.南つくし野
44.金森
45.金森東
46.成瀬が丘
47.南成瀬
48.高ヶ坂
49.成瀬
50.成瀬台
51.西成瀬
町田市全体

堺・忠生
圏域

南
圏域

鶴川
圏域

町田
圏域

資料：住民基本台帳（2015 年 1 月 1 日） 
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（５）要介護認定者の推移 

軽度の要介護認定者の増加傾向 

町田市の要介護認定者※数は増加を続けており、２０１４年には、２０１０

年の約１.３倍となっています。要介護度別では、要介護１および２の認定者

が特に増加しています。 

また、要介護認定を受ける人の割合は、後期高齢者になると急増する傾向

があります。町田市では、高齢者のうち、２０１４年時点で約１４.１％の後

期高齢者が要介護認定を受けており、前期高齢者の２.４％とは大きな差が見

られます。先に触れた高齢者人口の増加に伴い、要介護認定者数も今後増加

することが予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「町田市介護保険情報」（各年 10 月１日） 

 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

後期高齢者 11,422 12,120 13,017 14,038 14,803

前期高齢者 2,268 2,167 2,204 2,411 2,551

第２号被保険者 503 509 512 494 469

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

18,000

年代別認定者数の推移(人)

2.5% 2.4% 2.3% 2.4%

2.4%

12.7% 13.2% 13.5% 13.9%

14.1%

0.0%

3.0%

6.0%

9.0%

12.0%

15.0%

18.0%

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

前期・後期高齢者の認定率の推移

前期高齢者 後期高齢者

後期高齢者：75 歳以上 

前期高齢者：65～74 歳 

第 2 号  ：40～64 歳 

図表 2－7 

図表 2－8 

資料：「町田市介護保険情報」（各年 10 月１日）
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資料：「町田市介護保険情報」（各年 10 月１日） 

 

 

（６）認知症高齢者の増加 

認知症高齢者の増加傾向 

全国の６５歳以上の高齢者における認知症有病率の推定値は約１５％で、

認知症有病者数は、２０１２年時点で４６２万人と推計されています。また、

２０２５年には、認知症高齢者は約７００万人になると見込まれています。 

町田市内の認知症高齢者の推計数は、２０１３年時点で約１万４千人と、

市内高齢者の約１４％にのぼります。 

 

出典：「認知症高齢者の現状」（平成 22 年）厚生労働省（「都市部における認知症有病率と認知症の

生活機能障害への対応」（H25.5 報告）及び『「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以上の高

齢者数について』（H24.8 公表）を引用） 

 

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

要介護５ 1,811 1,950 2,073 2,144 2,036

要介護４ 1,781 1,862 1,943 2,043 2,080

要介護３ 2,074 2,129 2,191 2,227 2,300

要介護２ 2,843 3,109 3,262 3,334 3,482

要介護１ 2,460 2,507 2,822 3,366 3,667

要支援２ 1,606 1,529 1,577 1,686 1,862

要支援１ 1,618 1,710 1,865 2,143 2,396

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

18,000

介護度別要介護認定者の推移（実績値）(人)

図表 2－9 
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（７）町田市の高齢者の姿 

高齢者の多数を占める元気な高齢者 

町田市では、２０１４年現在、約１０万人の高齢者が生活しています。認

知症になる可能性のある人や生活機能の低下が見られる人がいるものの、８

割以上の高齢者が、要介護認定を受けずに生活を送っています。 

日常生活における様々な問題を解決するためには、介護保険のサービスだ

けでなく、地域での助け合いも不可欠なことから、元気な高齢者が支援の必

要な方を支えるような仕組みづくりや、健康を維持・向上するための取り組

みの推進が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料 

生活機能の低下が見られる人：市民ニーズ調査「基本チェックリストによる生活機能判定結果 

(機能全般の低下がみられる人の割合 17.1％）」より 

健康寿命：東京都ホームページ「平成 24 年 65 歳健康寿命（都区市町村の状況）」より 

町田市の高齢者（６５歳以上） 約１０万人 
（２０１４年時点） 

要介護認定者 

１７,０００人 

（１７.０％） 

元気な高齢者 

６７,０００人 

（６７.０％） 

生活機能の低下が見られる人 

１６,０００人 

（１６.０％） 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
・高
齢
者
夫
婦
の
み
世
帯 

５
６
，
２
０
０
人
（
５
６
．
０
％
） 

認知症の人 

１４,０００人 

（１４.０％） 

認知症にな

る可能性の

ある人 

１２,７００人 

（１２.７％） 

健康寿命※ 

男性 

８２.５４歳 

女性 

８５.０２歳 

要介護認定率

前期高齢者 

２.４％ 
後期高齢者 

１４.１％ 

図表 2－１0 町田市の高齢者の姿 
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２ 市民ニーズ調査・事業所調査 

（１）市民ニーズ調査・事業所調査の概要 

１）調査の目的 

本計画を策定するにあたり、高齢者や、その家族の意識・実態等および町

田市内事業所の意識・将来的な事業の取り組み推進の可能性等を把握し、計

画策定の基礎資料として活かすために調査を実施しました。 

 

２）調査の対象と回収率 

  ◆市民ニーズ調査 

調査対象 発送数 回収数 回収率 

1 一般・軽度高齢者 3,000 1,765 58.8％ 

2 中・重度高齢者 1,000 415 41.5％ 

3 特養待機者 477 228 47.8％ 

合 計 4,477 2,408 53.8％ 

※市民については、各対象者において無作為抽出 

  ◆事業所調査 

調査対象 発送数 回収数 回収率 

１ 高齢者支援センター 12 10 83.3％ 

２ 居宅介護支援事業 99 70 70.7% 

３ 居宅サービス 281 152 54.1% 

４ 介護保険３施設 26 17 65.4% 

５ 地域密着型サービス 45 34 75.6% 

6 不明（無記入） - 5 - 

合 計 463 288 62.2% 
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３）対象者の定義 

調査対象 定 義 

１ 一般・軽度高齢者 
要介護認定を受けていない高齢者、および 
要支援１、要支援２、要介護１、要介護２までの高齢
者 

２ 中・重度高齢者 要介護３、要介護４、要介護５の高齢者 

３ 特養待機者 
要介護３以上の高齢者で、特別養護老人ホームへの
入所を申し込んでいる方 

４ 事業所 
高齢者支援センター、居宅介護支援事業、居宅サービ
ス、介護保険３施設、地域密着型サービス 

 

４）調査の実施方法 

調査期間 
市民ニーズ調査：２０１４年２月１４日から２月２４日 

事業所調査    ：２０１４年２月２８日から３月１２日 

調査の方法 郵送および施設配布・回収 
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５）調査項目 

◆市民ニーズ調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆事業所調査 

1 事業所の属性 8 職員の質向上の取り組み 

2 利用者・入所者の状況 9 事業所等との連携について 

3 在宅支援サービスについて 10 医療連携について 

4 事業運営課題について 11 地域資源の活用について 

5 地域密着型サービスについて 12 認知症について 

6 介護予防事業について 13 町田市への要望 

7 職員の採用や定着状況 

 

  

地域包括ケアの考え方 

社会参加・活動状況 

介護予防状況 介護予防事業参加意向 

生活支援の必要性 

社会的活動の参加条件 

認知機能の評価 認知症初期行動の認識 

現在の住まい環境 高齢期の住み替えニーズ 

医療ニーズの把握 

 
１ 属性 
 

 

２ 地域包括ケア 

 

３ 社会参加・活動 

 

４ 介護予防 

 

５ 生活支援サービス 

 

６ 住まい 

 

７ 認知症支援 

 

８ 介護保険サービス 

 

９ 医療ニーズ 

 

10 特養入所待機 

 

11 介護保険料 介護保険料の考え方 

町田市独自項目 
（重点項目関連設問） 

日常生活圏域調査項目
(生活機能評価調査) 

調査の柱 

特養待機者の詳細 

居住地：町名・団地名記載 

介護の望ましい姿 

地域密着型サービスについて

介護保険サービスの利用状況
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章 

（２）市民ニーズ調査・事業所調査の結果からわかったこと 

１）属性 

６割以上の方が家族と同居していますが、中・重度高齢者、特養待機者

のうち、１割近くがひとり暮らしをしています。 

① 家族構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 介護・介助が必要となった原因 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

  

8.8 75.4 9.2

8.0

23.6

60.2

71.4

28.0

1.8

3.3

3.9

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般・軽度高齢者

 【N=1,765】

中・重度高齢者

 【N=415】

特養待機者

　【N=228】

一人暮らし 家族などと同居（二世帯同居を含む）

その他（施設入居など） 無回答

8.0

12.1

22.6

16.3

17.1

8.0

13.0

6.8

1.9

11.1

6.4

5.4

5.4

2.1

16.9

33.2

24.2

24.0

20.6

13.4

8.0

7.0

4.9

4.9

3.4

3.6

3.9

4.4

0.3

8.5

47.1

26.2

18.6

16.2

14.8

10.5

9.5

7.1

4.8

3.3

3.3

3.3

2.4

1.4

8.6

0 20 40 60 80 100

認知症（アルツハイマー病等）

脳卒中（脳出血・脳梗塞等)

高齢による衰弱

骨折・転倒

その他

糖尿病

心臓病

視覚・聴覚障がい

パーキンソン病

関節の病気（リウマチ等）

呼吸器の病気（肺気腫･肺炎等）

がん（悪性新生物）

脊椎損傷

不明

無回答

一般・軽度高齢者
 【N=514】

中・重度高齢者
 【N=388】

特養待機者
　【N=210】

（％）
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２）高齢者支援センターの認知度 

一般・軽度高齢者では、知っている人は６割に達していますが、知らない

という回答も３割程度見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）社会参加・介護予防・生活支援 

一般・軽度高齢者では、社会的活動の参加環境・条件について、「時間や

期間にあまりしばられないこと」「身近なところで活動できること」「気軽

に参加できそうな活動があること」を選んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.2 24.1 25.4

4.8

8.0

5.3

35.2

18.3

29.6

44.6

27.2

32.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般・軽度高齢者
 【N=1,765】

中・重度高齢者

 【N=415】

特養待機者
　【N=228】

知っており、
利用したことがある

知っているが、
利用したことはない

知らない 無回答

33.7

32.6

29.0

13.7

13.3

8.6

7.6

1.8

9.8

24.2

0 20 40 60 80 100

時間や期間にあまりしばられないこと

身近なところで活動できること

気軽に参加できそうな活動があること

友人や知り合いと一緒に参加できること

活動内容や団体の情報が豊富に提供されること

活動団体の人達と知り合う機会があること

活動拠点となる場所があること

NPO団体や自主サークルの

立ち上げ支援があること

その他

無回答

一般・軽度高齢者
 【N=1,765】

（％）
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４）認知症支援（もの忘れに不安を感じた時の対処） 

専門医を受診する人は３割程度しかおらず、何もしない人も３割程度いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）介護保険サービス（望ましい利用） 

住み慣れた自宅を中心にした介護を望ましいと考える人は、一般・軽度高

齢者の７割程度、特養待機者についても３割以上見られます。 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

39.0 31.6

11.6

44.6

66.6

15.4

15.0

35.2

22.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般・軽度高齢者

 【N=1,765】

中・重度高齢者

 【N=415】

特養待機者

　【N=228】

住み慣れた自宅を中心に様々な介護サービスを利用して生活する

特別養護老人ホームや老人保健施設などの大規模な施設に入所する

グループホーム等の小規模な共同住居に入居する

その他

無回答

40.4

29.5

22.4

15.6

15.8

7.6

5.3

25.1

16.9

5.8

7.2

29.9

12.5

16.1

18.9

21.5

4.8

10.5

29.4

16.2

11.8

0 20 40 60 80 100

親しい人に話す

もの忘れ外来・認知症外来など、

認知症専門医のいる病院で受診する

書物などで自己診断チェックシートをやってみる

高齢者支援センターなど、

専門相談窓口に相談する

何もしない

その他

無回答

一般・軽度高齢者
 【N=1,765】

中・重度高齢者
 【N=415】

特養待機者
　【N=228】

（％）
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６）医療ニーズ（在宅医療） 

① 在宅医療の希望 

６割程度の人は、在宅医療を希望しているが、そのうちの４割程度は、実

現は難しいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 在宅医療に関する不安 

「希望はしても難しい」と考える人の不安の内容は、「家族の負担」、「緊

急時や救急時の対応」、「経済的な負担」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７）特養への入所待機者（空きが出た場合の入居意向） 

入所待機者には、すぐには決められないとの回答も３割程度あり、緊急性

が必ずしも高くない人もいることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.8 43.0 24.1

16.1

25.3

41.0

42.1

16.6

18.9 13.7

26.3

17.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般・軽度高齢者

 【N=1,765】

中・重度高齢者

 【N=415】

特養待機者

　【N=228】

希望するし
実現可能だと思う

希望するが
実現は難しいと思う

希望しない 無回答

63.4

31.7

30.1

56.4

28.2

34.2

70.2

31.6

37.3

0 20 40 60 80 100

家族の負担（肉体的・精神的）

経済的な負担

緊急時や救急時の対応

（％）

14.2
28.4

18.4
無回答

一般・軽度高齢者
 【N=1,765】

中・重度高齢者
 【N=415】

特養待機者
　【N=228】

すぐに入る

17.5%

希望の施設なら入る
20.2%

すぐには決められない

31.6%

お断りする

4.8%

無回答
25.9%

（N=228）
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８）事業所調査 

① 医療ニーズのある方への対応に関する課題 

「かかりつけ医、病院等との緊急時の連絡体制の整備」「基本的な医学知

識の習得（職員）」「訪問看護との連携」が挙げられています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 地域包括ケアにおける連携の課題 

地域包括ケアにおける連携の課題として、医療等多職種間の関係構築や

情報共有へのニーズがあります。 

 

 

 

 

 

 
 

  

主 な 意 見 

・医療等、多職種間の信頼関係の構築 

・地域ケア会議への医療側の参加 

・医療に関するケアマネジャーの理解促進  

・連携に向けた多職種の情報交換、情報共有 

・情報共有のための時間の確保 

68.1%

59.7%

47.2%

46.9%

37.2%

4.5%

2.4%

84.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かかりつけ医、病院等との緊急時の連絡体制の

整備

基本的な医学知識の習得（職員）

訪問看護との連携

病状の急変時の対応マニュアルの作成

基本的な医学知識への理解の啓発（ご家族）

痰の吸引等の研修の充実

その他

無回答(N=288)

かかりつけ医、病院等との緊急時の連絡体制の整備
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３ 第５期町田市介護保険事業計画の評価 
 

本計画の課題を整理するために、高齢社会総合計画審議会において、第５期

町田市介護保険事業計画の評価を行いました。 

（１）第５期計画の評価 

第５期計画で示された４３の事業について、以下の基準により評価を行い

ました。評価結果は以下のとおりです。 

全体を見ると、「◎：計画の目標値を上回っている」が１６.３％、「○：計

画どおり進んでいる」が６０.５％となり、あわせて７６.８％となっています。 

 

第５期町田市介護保険事業計画の評価結果 

基本目標 基本施策 事業数
進捗 

◎ ○ × 

１ 

いきいきと安心

して地域で暮ら

すために 

（1）健康づくり・介護予防の推進 8 ２ ４ 2 

（2）高齢者支援センターの機能の充実 2 1 1 0 

（3）認知症高齢者支援および家族介護

者支援 
7 1 4 2 

２ 

自分に合った施

設や住まいを選

択できるように

するために 

（1）高齢者の住まいの選択肢拡大 3 0 １ ２ 

（2）地域に密着した介護保険サービス

提供 
5 0 2 3 

（3）介護保険施設の整備 3 0 3 0 

３ 

よりよい介護保

険サービスが利

用できるように 

（1）介護保険サービスの質の向上 3 3 0 0 

（2）介護人材の育成・確保 1 0 0 1 

（3）介護給付・運営の適正化 8 0 8 0 

（4）保健・福祉・医療の連携 3 0 3 0 

合  計 43 ７ 26 10 

割  合  16.3% 60.5% 23.2％

【◎：計画の目標値を上回っている】+【○：計画どおり進んでいる】⇒ 76.8％

 

評価の基準について 

評価 基準とする内容 

◎ 計画の目標値を上回っている 

○ 計画どおり進んでいる 

× 計画の目標値を下回っている 
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（２）取り組みの概要と課題 
 

第５期計画について、評価の基準指標となった主な取り組みの概要と課題

は以下のとおりです。 
 

基本目標 取り組みの概要と課題 

基本目標１ 

 

いきいきと安心 

して地域で暮ら

すために 

（1）健康づくり・介護予防※の推進 

・介護予防事業等への市民の参加を促進した。 

・二次予防事業対象者※の早期把握と身体状況に応じたプログ

ラム※を実施した。 

・介護予防事業の実施方法を一部見直したことにより、地域介

護予防教室※の参加者数と二次予防事業対象者への訪問回数

が目標に達しなかった。 

 課題  介護予防事業へのさらなる参加者の拡大と意識付け 

（2）高齢者支援センターの機能の充実 

・第三者機関による事業評価やあんしん相談室の設置など、高

齢者支援センターの機能の充実を行った。 

（3）認知症高齢者支援および家族介護者支援 

・もの忘れ相談事業や認知症サポーター※の養成などを進める

とともに、町田市認知症施策推進協議会を設置した。 

 課題   増え続ける認知症高齢者やその家族の支援強化 
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基本目標 取り組みの概要と課題 

基本目標２ 

 

自分に合った 

施設や住まいを 

選択できるよう

にするために 

（1）高齢者の住まいの選択肢拡大 

・在宅での生活を支援するため、高齢者の住宅設備への改修費用の

給付を引き続き実施した。 

・有料老人ホーム等の普及を進め、住み替えの選択肢拡大を図った。

（2）地域に密着した介護保険サービスの提供 

・住み慣れた自宅や地域で生活が継続できるように地域密着型サー

ビスの整備を進めたが、小規模多機能などの施設は目標数に達し

なかった。 

 課題  市民や運営事業者のニーズ把握 

高齢化の状況に応じた適正配置 

（3）介護保険施設の整備 

・整備計画に基づき、特別養護老人ホーム※の整備を行い、入所申し

込みから入所までの待機期間の短縮を図った。 

 課題  特別養護老人ホームなど入所施設の介護給付費※は、在宅サ

ービス利用よりも高く、施設整備を進めることで保険料が

上昇する。 

 

基本目標 取り組みの概要と課題 

基本目標３ 

 

よりよい介護保

険サービスが利

用できるように 

（1）介護保険サービスの質の向上 

・主任ケアマネジャー※の研修、介護事業者の福祉サービス第三者

評価※受審支援や介護相談員派遣事業を進め、介護保険サービス

の質の向上を図った。 

（2）介護人材の育成・確保 

・介護人材開発センターの運営を引き続き支援したが、参加事業者

の割合が目標には達しなかった。 

 課題   介護サービス利用者の増加に伴う介護人材の育成・定着 

・確保 

（3）介護給付・運営の適正化 

・事業者実地指導の件数拡大や災害時の連絡網を構築した。 

（4）保健・福祉・医療の連携 

・認知症総合相談窓口を設置し、認知症相談体制の強化を図った。 

・在宅医療・介護の連携に向け多職種連携協議会を発足し、連携ツ

ールの作成と活用を図った。 
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４ 現状と課題の整理 
 

高齢者をとりまく現状分析や市民ニーズ調査、そして第５期計画の評価から

明らかになった特徴をもとに、町田市が取り組むべき課題を抽出しました。 

※ 特徴の根拠 ⇒ 現：現状、市：市民ニーズ調査、計：第５期計画 

現状・市民意向から見る特徴 課題 

・後期高齢者、ひとり暮らし高齢者など介護や支援・見守りのニ 

ーズが高い人が増加している。 現 

・高齢化の状況は、地域により差がある。 現 

・高齢者支援センターや地域包括ケアシステムなど、地域の高齢 

者を支援する体制についての高齢者の認知度が約６割である。 市 

・約７割の人が自宅中心での介護、約６割の人が在宅医療を希望 

している。 市 

自宅～施設～ 

地域のネット 

ワーク構築 

・町田市の要介護認定者は、国や都より高い比率で推移している。 現 

・高齢者が社会活動や介護予防に参加する条件としては、地域で 

気軽に参加できる活動があることが挙げられる。 市 

・町田市では様々な介護予防活動を行っているが、参加者の拡大 

と意識付けが課題になっている。 計 

地域資源を 

活かした 

多様な 

介護予防 

・介護事業所の多くが、地域包括ケアの推進のためには医療機関 

との情報共有が必要だと考えている。 市 

・在宅療養を望む高齢者の約４割は、家族の負担などから実現は 

難しいと感じている。 市 

医療と介護の 

連携の体制 

づくり 

・６５歳以上の高齢者における認知症有病率は約１５％と推計さ 

れている。町田市では約１万５千人が認知症と推計できる。 現 

・もの忘れに不安を感じた時に、専門医を受診する人は約３割し 

かおらず、何もしない人が約３割いる。 市 

認知症理解 

早期対応等の

推進 

・高齢化の状況や介護サービスを特に必要とする後期高齢者の割 

合に地域差がある。 現 

・約７割の人が、介護が必要になっても住み慣れた住まいで生活 

を続けたいと望んでいる。 市 

在宅介護を 

支える 

基盤の整備 

・特養申込者入所希望時期について、すぐに入所を希望する人は 

約１７％で、すぐには決められない人が約３割いる。 市 

・特養整備を進めることで保険料が上昇する。 計 

自分にあった 

住まいや施設 

の充実 



 

 

 
 

 


